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2100～2500より小さい領域は層流
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流量𝐹



クネクネ度→ 屈曲度𝜏
スカスカ度→ 空孔度𝜀

有効拡散係数𝐷'4 =
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𝑆𝜀：拡散移動できる孔の面積

𝜏𝑟：クネクネ動く距離

孔(pore) 入口と出口がある
穴(hole) 入口と底がある

（重量）比表面積=表面積
重量

拡散流束


